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５
月
２１
日
　
令
和
７
年
度

総
会
開
催

ご
近
所
同
士
が

『お
互
い
様
の
心
』
で

支
え
合
い
な
が
ら

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
社
会
福
祉
ヘ

銀
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

い
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
津
社
協
は
、
市
社
協

の
交
付
金
と

正
会
員
会
費

の
他
、
特
に
財
源
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
の
賛
助
会
員
の
皆
様

の

賛
助
会
費
に
よ

っ
て
、
充
実
し
た
地
域

福
祉
活
動
が
で
き
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
１
月
に
施
行
さ
れ
た

「
認
知

症
基
本
法
」
に
呼
応
し
、
福
祉
施
設
と

可

協
力
し
認
知
症
支
援
に
取
り
組
む
な
ど
、

各
部
会
が
新
し
い
活
動
に
挑
戦
し
た
年

で
し
た
。
本
年
も
部
会
活
動
や
登
録
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
中
心
に
、
『ひ
と
つ

ひ
と

つ
、

一
歩

一
歩
、
日
の
前
の

一
人

を
取
り
残
さ
な

い
』
を

モ
ツ
ト
ー
に
、

社
会
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
く
所
存

で
す
。
ご
近
所
同
士
が
支
え
合
う
気
持
ち
を

大
切
に
、
『お
互
い
様
の
心
』
で
小
さ
く

て
も
出
来
る
こ
と
を
し
て
い
く
こ
と
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
く
住
み
や
す

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と

思
い
ま
す
。

大
津
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

嶋

口

　

司

泉ヽ議長

璽爾目簡薔由r

令
和
７
年
度
総
体
事
業
計
画

地1或福祉活動の活性化を図るため、地域福祉連絡会を開催し、地1或の実情を把握する
とともに、町内会・自治会との連携を深め地域福祉の推進に努めます。

社会福祉推進委員を対象に研修会を開催します。

地域 |こおける「ふれあいいきいきサロン」の実施を支援します。

町内会・ 自治会が実施する学童みまもリパ トロールを支援します。

地域住民を対象とする福祉講演会を開催します。

「シャローム手づくリフレあいお弁当」事業に協力します。
シャロームが行う「認知症カフェ」事業に協力します。
ボランティアセンターの運営と活用を図ります。
(1)ボランティアの募集・育成と交流会を開催します。
(2)ボランティア情報の提供と需給調整を推進します。
(3)福祉機器の貸し出し及び不用福祉用品有効利用の情報交換を行います。
9 民生委員・児童委員による「ふれあい相談」を実施します。
10火 災・水害・その他災害による被害者の援助を行います。
11 生活困窮者世帯に対し短期の「たすけあい資金」の貸付を行います。
12地 区社協の活動を財政的に支えるため、賛助会員の募集を行います。
13賛 助会員名簿を年 1回発行します。
14ホ ームページ等情報システムの充実を図ります。

２

３

４

５

６

７

８

....‐ 11:1●
―



令和 7年夏季刊 ふィにぁぃおおつ 第 158号 (2)

大津地区社協令和 6年度決算と令和 7年度予算

令型コ主生重注墓笙 総額14,339,487円 令和 7年度予算額 総額11,891,281円

鼈 繰越金 3,708,273円 瞳 繰越金 3,029,184円

彗 積立金取崩
300,000円

華 積立金取崩
2,000,000円

雑収入

31,000円

雑収入

43,389円 ■‐ 寄付金
50,000円

驀 寄付金
30,000円

令狙 6≡笙度決算笙 総額11,310,303円

令和 7年度予算額 総額11,891,281円

二 )舌動費 974,820円

‐・ 事務費 2,133,069円

積立金 800,000円

予備費 123,414円

= 
活動費 1,003,800円

|■
― 匡郷1矛努暑雪12,アフO,000円

‐1 積立金 0円

講演学習会費 179,674
いきいきサロン補助費 540,000

学童パトロール活動費 4,180

ボランティアセンター運営費 2,913,119

広報活動費 881,6フ 4

高齢者福祉活動費 556,40ア

障がい者福祉活動費 フ90,385

児童福祉活動費 538,862

推進委員連絡会活動費 36,919

共催行事分担金 50,000

子ども食堂活動協力費 37,780

ホームページ費用 30,000

地域福祉活動助成金 510,000

家賃保証料保険金 210,000

講演学習会費 100,000
いきいきサロン補助費 520,000

30,000
3,210,000

学童パトロール活動費

広報活動費

ンティアセンター運営費

976,000

高齢者福祉活動費 1,040,000

障がい者福祉活動費

児童福祉活動費 640,000
推進委員連絡会活動費 50,000

50,000共催行事分担金

子ども食堂活動協力費 50,000

ホームページ費用 30,000

地域福祉活動助成金 550,000予備費 71,481円

贅助会費)
円一６鵬一３一９＾●一３

賛助会費)

3,530;000円

支出の部

事業費

7,279,000円

事業費

8,046,000円

交付金

ユ

交付金(横須賀市社協)
4,951,09ア円

・

800,000
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警 蒙壕健Ⅲ  置肇重量目  璽 電聾曇■  磯 量子轟=菫

逼 今年度、第 1回 目の「大津なかよしひろば」が
重 5月 16日 、大津コミセン体育室で行われまし

目

一
１

目

量

　

爾

「
〓
〓

目

轟

　

量

苧
〓
目
萎

鷹

た。子ども22名大人22名の44名 の親子の参加

がありました。今年度より、保育士の鈴木先生

指導でパペット人形のおさるのもんちゃんと遊

んだり、レジ袋のビニール風船にシールを貼っ

て、その風船を持って、かけっこ遊びをしまし

た。絵本の読み聞かせもあり、ママ同士の交流

もたくさんあって、とても楽しいなかよしひろ

ばでした。         (児 童福祉部会 )

■ 隧 菫 畢 璽  ロ ロ 導 里:彗  =日
=‐

 羅  ヨ 警 ■ 11繭
・

御

柱

祭

大
津
諏
訪
神
社
の
御
鎮
座
千
二
百
年

奉
祝
記
念
事
業
と
し
て

「御
柱
祭
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

５
月
１７
日
の

「
里
曳
き
」
は
激
し
い

風
雨
の
中
、
大
津
グ
ラ
ン
ド
か
ら
神
社

境
内

へ
氏
子
町
内
の
皆
様
に
見
学
者
も

加
わ
り
、
御
柱
が
無
事
運
ば
れ
ま
し
た
。

御
柱
に
は
氏
子
町
内
の
希
望
者
が
ま
た

が

っ
た
り
、
メ
デ
コ
に
乗
る
な
ど
し
て

三
度
と
で
き
な
い
体
験
に
笑
顔
が
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

１８
日
に
は
多
く
の
見
学
者
が
境
内
を

埋
め
る
中
、
「
建
御
柱
」
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。
御
柱
が
諏
訪
か
ら
来
ら
れ
た

２３０
名
の
皆
さ
ん
で
ラ
ッ
パ
隊
の
音
頭
と

と
も
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
夫
婦
の
御
柱

が
寄
り
添
う
よ
う
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

諏
訪
大
社
の
村
上
宮
司
が

「
諏
訪
の

神
様
は
龍
神
を
お
祀
り
し
て
い
る
の

で
、
里
曳
き
で
の
雨
、
建
御
柱
の
垂
れ

幕
が
下
が
る
と
き
に
風
が
吹

い
た

の

は
、
諏
訪
の
神
様
が
祝
福
し
て
い
る
こ

と
と
思

い
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
、
な
る

ほ
ど
と
納
得
が
い
き
ま
し
た
。

（広
報
部
会
　
鈴
木
）

里
曳
き
　
建
御
柱

饉
懸
問
態
漁
霰
撃
鰺
璽
窯轟
策一懸

館
５
月
１０
日

（土
）
今
年
の
墓
前
祭
は
、

あ
い
に
く
の
空
模
様
と
な
り
、
場
所
を
大

津
コ
ミ
セ
ン
２
階
体
育
室
に
移
し
て
の
開

催
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
行
わ
れ
て
い
る

儀
使
隊
に
よ
る
、
弔
銃
発
射
は
屋
内
の
た

め
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
ｃ
儀
使
隊
の
拝

礼

の
あ
と
、
参
加
者
全
員
が
御
霊
を
慰

め
、
恒
久
平
和
の
願
い
を
込
め
献
花
を
行

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
（広
報
部
会
　
Ｎ
）
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8月 6購 。20日
9月 3圏 。17日
10月 1日 。15日

しヽずれも水曜日

■

時間 :10時～13時

場所 :大津ボランティ

アセンター

■L:046‐ 834‐2487

相談員

民生委員児童委員
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ｍ

一鐘

は

じ

螢鵞

逮

鰺

蓼

拶

社
会
福
祉
の
た
め
に
温
か
い
こ
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ー
ポ
湘
南
大
津
　
　
匿
　
名

様

▽
高
齢
者
福
祉
部
会

【お
楽
し
み
交
流
会
】

と
　
き
　
９
月
１１
日

（木
）

と
こ
ろ
　
生
命
の
星

・
地
球
博
物
館

対
　
象
　
登
録
済
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

▽
障
が
い
者
福
祉
部
会

【日
帰
リ
バ
ス
旅
行
】

と
　
き
　
９
月
２６
日

（金
）

と
こ
ろ
　
東
京
昭
和
館
、
築
地

対
　
象
　
障
が
い
者
及
び
そ
の
介
助
者

黛大津地区からは、 7名が表彰されました。

10年以上永年勤続功労者として
・社会福祉推進委員 1名
・地域活動功労者  1名
20年以上勤続功労者として
。主任児童委員   1名
・社会福祉推進委員 4名

星怒|は
郵なつぶジセン麗なり
ボランティア募集

フラダンスや舞踊を披露される方を募集して

おります。興味のある方 |よ下記にお問い合わせ

下さい。

上記以外にボランティアに興味のある方も募

集中です。

蠅合わせ先 :大津鼈甕ポランティアセンター

Telo Fax:046(834)2487

今
年
は

『昭
和
１
０
０
年
』
団
塊
世
代
が
後

期
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。

小
学
校
は
教
室
が
足
り
ず
、
午
前
と
午
後
の

二
部
制
の
学
校
が
あ

っ
た
り
、
中
学
か
ら
は

一

ク
ラ
ス
５０
人
以
上
、
学
年
で
は
５
～
８
０
０
人

い
ま
し
た
。
で
す
か
ら

「
君
た
ち
は
墓
場
ま
で

満
員
な
の
だ
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

還
暦
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
ク
ラ
ス
で
数
人
が
欠

け
て
き
て
い
ま
す
。
私
が
卒
業
し
た
中
学
の
同

期
は
、
年
二
回
程
各
組
の
幹
事
が
集

い
、
皆
の

活
躍
や
安
否
の
情
報
交
換
を
し
、
励
ま
し
合

っ

て
い
ま
す
。

専
業
主
婦
に
な

つ
て
か
ら
は
、
何
か
が
お
き

た
ら
隣
近
所
が
大
事
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
町
内
会
行
事
に
で
き
る
だ
け

参
加
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

数
年
前
で
し
ょ
う
か
、
年
を
経
て

大
事
な
こ
と
は
「
キ
ョ
ウ
イ
ク
と
キ
ョ

ウ
ヨ
ウ
」
と
い
う
言
葉
が
目
に
入
り

ま
し
た
。
「
今

日
行
く
所
が
あ
る
。

今
日
用
事
が
あ
る
」
私
の
予
定
を
ダ

イ
ア
リ
ー
に
書
き
込
み
、
な
る
べ
く
空
白
の
日

が
無
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

先
日
、
川
柳
の
欄
に
素
晴
ら
し
い
句
を
見

つ

け
ま
し
た
。
「卒
寿
す
ぎ
脳
活
め
ざ
し
猛
勉
強
」

こ
の
作
者
に
比
べ
た
ら
団
塊
世
代
は
ま
だ
若

い
―
私
は
料
理
や
ク
イ
ズ
番
組
を
よ
く
見
ま

す
。
一雑
学
ノ
ー
ト
」
を
作
り
、
為
に
な
る
と
思

っ

た
こ
と
は
す
ぐ
に
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。

大
津
地
区
社
協
の
広
報
部
会
員
に
し
て
い
た

だ
き
、
た
い
し
た
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
い

ろ
い
ろ
な
事
が
勉
強
に
な
り
感
謝
で
す
。

元
気
で
楽
し
い
人
生
１
０
０
年
を
め
ざ
し
て

ま
い
り
ま
す
。
　

　

（広
報
部
　
ゆ
き
ち
ゃ
ん
）

Ω窮洸笙縣瘍瘍隕雉翡
-2θ25年問題 一  第5回

終活登録は、電話 1本で !

昭和から令和へ。固定電話からスマホヘ。いつで

もどこでも連絡ができる便利な時代になりました。

でも…もしあなたが外出先で倒れたら―スマホに

はロックが掛つてしまい、誰も連絡先を矢日ることが

そんな時の解決策として 「終活登録」があります。

登録後には、屋内用・携帯用カー ドが届きます。携

帯カー ド|よ常に持つていると何かあつても安心です。

わたしの終活登録
です横須賀市役 |

t、拳ζ、ぅな曝纏驚議鐘!.鸞羅で孝ます 讐督電蠅 課魯鸞
脳こんヽあらず

1本崎.筆彗煮       ・|テ:'ヽ り,1薇や壼続摯!なと _お 儀、速凛警理ゃ■ :〔は語・:黎
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令和 7年度 社会福祉功労者表彰
6月 1日 ヨコスカ・ベイサイド・ポケットで開催
された「第72回横須賀市社会福祉大会」に於いて、
市長・市社協会長表彰が行われました。

編 集 後 記


